
平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

計 3,034百万円 2,791.4百万円

24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

独立行政法人国立科
学博物館運営費交付
金

3,034百万円 2,791.4百万円

費　目

-

( 5年間（18～22
年度）で20万点)

( 5年間（18～22
年度）で20万点)

( 5年間（23～27
年度）で30万点)

( 5年間（23～27
年度）で30万

点)

89,956 48,287

単位当たり
コスト

・入館者一人当たり運営費交付金
（１８７６円／人）

・登録標本資料１点当たり運営費交付金
（８３０円／点）

算出根拠

国立科学博物館においては，調査研究，標本資料の収集・保管，展
示・学習支援活動を一体的に展開しているため，運営費交付金(3,385
百万円)をそれぞれ，上記指標の入館者数(平成23年度：1,803,949
人)，登録標本資料数(平成23年度末：4,075,991点)で除した。

登録標本資料増加数

活動実績

（当初見込
み）

点

147,737

27.8

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

23年度
目標値

（　　年度）

入館者数

成果実績 人
1,774,179

累計7,053,610
1,862,655

累計8,916,265
1,803,949

累計1,803,949
23～27年度の5
年間で650万人

達成度

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 117.6 148.6

執行率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

執行額 3,120 3,044 3,385

3,044 3,385 3,034 2,791

0

3,034 2,791

0 0

0

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 3,120 3,044 3,385

23年度 24年度

繰越し等 0

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

（1）調査研究（自然史及び科学技術史に関する中核的研究機関として，体系的に収集・保管している標本資料等に基づく実証的
な研究を実施）
（2）標本資料の収集・保管（調査研究に裏付けられた標本資料をナショナルコレクションとして収集・保管し，内外の研究や展示等
の利用に供するとともに，将来世代へ継承）
（3）展示・学習支援活動（生涯を通じた国民の科学リテラシーの向上を図るため，博物館ならではの展示・学習支援活動により，調
査研究及び標本資料の収集で得られた知的・物的資源を社会へ還元）の三つの活動を，標本資料と研究者を介して，一体不可分
で実施

実施方法 □直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　■その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度

計

0

補正予算 0 0

3,120

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
独立行政法人通則法第46条

関係する計画、
通知等

生物多様性国家戦略（平成22年3月16日閣議決定）
科学技術基本計画（平成23年8月19日閣議決定）

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

　自然史・科学技術史に関する中核的研究機関として，また国内の主導的な博物館として，地球や生命，科学技術に対する認識
を深め，人々が生涯を通じて人類と自然，科学技術の望ましい関係について考える機会を提供する。

事業開始・
終了(予定）年度 平成13年度～ 担当課室 社会教育課

社会教育課長
伊藤 学司

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-２　生涯を通じた学習機会の拡大

事業番号 ００６７

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

事業名
独立行政法人国立科学博物館運営費交付金

に必要な経費
担当部局庁 生涯学習政策局 作成責任者



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

一
部
改
善

１．事業評価の観点：独立行政法人国立科学博物館の運営に必要な経費を当該法人の自己収入との収支差により交付する事業で
ある。

２．所見：中期計画に基づく効率化による経費の節減や入館者数の増加に伴う自己収入の拡大を図るとともに、民間からの協賛・寄
付などを積極的に募るなど、自己収入の拡大に努めていることは評価できる。なお、引き続き更なるコスト削減に取り組むとともに、
自己収入の増加を図ることにより、国から交付する運営費交付金を縮減すべきである。また、予算執行に当たっては、１者応札と
なっている案件が見受けられることから、競争参加条件等のより一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保す
べきである。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

縮
減

所見を踏まえ、自己収入の拡大や人件費や物件費の効率化などにより、平成25年度要求については、概算要求に▲１１４百万円を
反映した。

【事業仕分け第2弾】
■事業番号A-13　「美術品等の収集・保管事業」
　　　　　　　　　　(5)「資料収集・保管（特に、YS-11の所蔵保管）」
　　　　　　　　　 (6)「施設内店舗用地の賃借（（財）科学博物館後援会等への賃借）」
【WG評価結果】
(5)「資料収集・保管（特に、YS-11の所蔵保管）」
　当該法人が実施し、事業規模は現状維持（ただし、自己収入の拡大や民間からの協賛・寄付の募集を積極的に行う）
(6)「施設内店舗用地の賃借（（財）科学博物館後援会等への賃借）」
　当該法人が実施し、事業規模の縮減（競争的な入札の導入によるコスト縮減、自己収入の拡大を徹底的に行う）
【とりまとめコメント】
(5)「資料収集・保管（特に、YS-11の所蔵保管）」
　公開すべき、外部の人に向けて展示をすべきではないかというのが多数。コストの精査、自己収入の拡大、民間からの寄付、協賛を募
るべきである、という意見が出ている。
　比較検討して、もう少し早急に具体的な数値を出して、これをどうするのか、そういう検討を踏まえて、そのような視点で当該法人の実
施、規模の現状で行うという結論とする。
(6)「施設内店舗用地の賃借（（財）科学博物館後援会等への賃借）」
　意見は割れているが、競争的な入札によるコスト縮減、自己収入の拡大についても検討すべきだとの意見も出ておりますので、そういう
意見も踏まえながら規模の縮減をしていただくということでとりまとめる。
なお、これを踏まえ、
・YS-11の公開については、平成23年度は羽田空港における「空の日フェスティバル」において一般公開を実施した。また、常設展示の「航空技術の
発展」コーナーに募金箱を設置し、引き続き寄付の拡大に努めている。今後の保存・公開の在り方については、平成24年3月に中間的な論点整理を
とりまとめた。
・施設内店舗用地の賃借については、平成22年度中に平成23年度からの店舗運営事業者選定の企画競争を複数者の応募を得て実施
した。
・生物多様性国家戦略2010
　http://www.env.go.jp/press/file_view.php?serial=15315&hou_id=12273
・科学技術基本計画
　http://www.mext.go.jp/component/a_menu/science/detail/__icsFiles/afieldfile/2011/08/19/1293746_02.pdf

関連する過去のレビューシートの事業番号

予算監視・効率化チームの所見

-
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名 -

００４３

点
検
結
果

本事業により、国立科学博物館の目的である自然史に関する科学その他の自然科学及びその応用に関する調査及び研究並びにこれらに
関する資料の収集、保管及び公共への供覧等を行うことにより、自然科学及び社会教育の振興が図られており、評価委員会の評価結果か
らも一定の成果が見て取れる。また、外部有識者を参加させた経営委員会や研究評価委員会の開催などにより業務運営の質的向上が図ら
れている。なお、引き続き受託研究や寄付金等による外部資金を積極的に導入することで、より計画的な業務運営の推進を実施していくも
のとする。

-

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。 国立科学博物館法に基づき、自然史に関する科学その
他の自然科学及びその応用に関する調査及び研究並び
にこれらに関する資料の収集、保管及び公共への供覧
等を行うことにより、自然科学及び社会教育の振興を図
ることを目的として実施しており実効性の高い事業であ
る。成果目標である入館者数は５ヵ年の計画の内、単年
度に区切った目標となるペースを上回っている。活動実
績については、23年度の研究機能及び標本資料の筑波
地区移転という特殊要因の中で、目標値の達成に向け
て着実に進捗している。また各事業年度に係る業務の実
績について評価委員会の評価や外部の有識者を参加さ
せた経営委員会、外部評価委員会において意見を受け
るなど適切な事業実施に努めている。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費

目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。
支出先の選定は、業務の特殊性によるものを除き、一般
競争入札により行っており、選定の妥当性や競争性を確
保するとともに単位あたりコストの削減に努めている。ま
た、「随意契約見直し計画」おいて競争性のある契約に
移行することした契約案件については、全て競争性のあ
る契約に移行している。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の
状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
当事業は独立行政法人通則法及び国立科学博物館法
等に定められた、国民生活及び社会経済の安定等の公
共上の見地から確実に実施されることが必要な事務及
び事業である。また、円滑な事業の実施により適正な予
算の執行が行われている。さらに、業務の運営に外部有
識者を参加させた経営委員会、研究評価委員会を組織
し、積極的に他者の意見・評価を傾聴する適切な組織運
営が行われている。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

- 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

００６５



※平成23年度実績を記入

※国費投入額と総事業費との差額

    は、自己収入等である。

企画展｢ﾊﾞｲ
ｵﾛｷﾞﾝｸﾞｻｲｴ
ﾝｽ｣展示設
計・制作等
業務
㈱日展
9百万円

企画展「化学
者展」展示設
計・制作等業
務
中央宣伝企画
㈱
8百万円

(B-7) (B-8) (B-9) (B-10)

大型研究機
器の筑波地
区移設業
務。

実験動物関係
等廃棄物処
理。

理工関係資料
の筑波地区移
設業務。

産業技術史資
料の保存状況
にかかる調査
業務。

産業技術史
資料情報セ
ンター移転
に伴う貸室
原状復旧。

国立科学博
物館図書室
の運営。

大型研究機
器の筑波地
区移設業
務。

大型研究機器
の筑波地区移
設業務。

貸室原状復
旧
三井不動産
㈱
16百万円

図書室業務
㈱図書館流
通センター
11百万円

X線装置移
設等業務
㈱リガク
9百万円

ｶﾞﾝﾏ線分析ｼｽ
ﾃﾑ移設業務
キャンベラジャ
パン(株)
6百万円

高精度安定
同位体比質
量分析ｼｽﾃ
ﾑ移設業務
ｻｰﾓﾌｨｯ
ｼｬｰｻｲｴﾝ
ﾃｨﾌｨｯｸ㈱
4百万円

動物死体除肉
処理作業
エルエス工業
㈱
4百万円

理工学関係資
料移設業務
(有)鈴木商会
2百万円

産業技術史資
料の保存状況
調査
プロス㈱
2百万円

【一般競争
　・委託】

(C-1) (C-2) (C-3) (C-4) (C-5) (C-6) (C-7) (C-8)

【随意契約
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【公募
　・委託】

【公募
・委託】

(B-5) (B-6)

本館庁舎等
機械警備業
務
セコム㈱
9百万円

(B)展示事業

文部科学省
3,385百万円

（交付金）

事業概要
（1）調査研究（自然史及び科学技術史に関する中核的研究機関として，体系的に収集・保管している標本資料等に基づく実証的な研究を
実施）
（2）標本資料の収集・保管（調査研究に裏付けられた標本資料をナショナルコレクションとして収集・保管し，内外の研究や展示等の利用に
供するとともに，将来世代へ継承）
（3）展示・学習支援活動（生涯を通じた国民の科学リテラシーの向上を図るため，博物館ならではの展示・学習支援活動により，調査研究
及び標本資料の収集で得られた知的・物的資源を社会へ還元）の三つの活動を，標本資料と研究者を介して，一体不可分で実施

（C） （D） （E）

（独）国立科学博物館
4,021百万円
（総事業費）

（B）

「恐竜の世
界」ティラノサ
ウルス映像修
正業務
太陽企画㈱
9百万円

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

展示事業
833百万円

教育・普及事業
399百万円

事業概要
運営管理部門にかかる経費。

【一般競争
　 ・委託】

【公募
　・委託】

〔交付〕

（A）

事業概要
調査研究の成果と標本
資料を活用し、上野本
館、筑波実験植物園、附
属自然教育園で展開する
常設展の他、人々の興味
や関心の高いテーマで特
別展や企画展を実施す
る。

事業概要
地球と生命の歴史、科学技
術の歴史など、自然史・科
学技術史に関する調査研
究を実施するとともに、研
究によって価値付けられた
標本資料を適切に保管し、
将来へ継承する。

事業概要
調査研究の成果と標本資料
を活用し、児童生徒から一般
成人、教員等を対象に、講義
や体験教室等多様な事業を、
学会や企業と連携しつつ実施
するとともに、学校との連携を
図る事業や学習プログラムの
開発・普及を推進する。

法人共通
581百万円

【一般競争
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【企画競争
　・委託】

【企画競争
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【公募
　・委託】

調査研究事業
2,208百万円

支障樹木の
伐採等作業
㈱日比谷ア
メニス
14百万円

(B-1) (B-2) (B-3) (B-4)

国立科学博
物館発行雑
誌企画編集
等業務
㈱学研教育
出版
19百万円

危険樹木の伐
採等作業
㈱柳島寿々喜
園
5百万円

附属自然教育
園維持管理等
業務
(財)野外自然博
物館後援会
4百万円

上野地区に
おける施設
管理・運営
業務等。

上野地区に
おける展示
維持管理業
務等。

国立科学博
物館が発行
する雑誌の
制作に必要
な企画立
案、デザイ
ン、製本
等。

附属自然教
育園におけ
る支障樹木
の伐採等作
業。

附属自然教育
園における危
険樹木の伐採
等作業。

附属自然教育
園の植物育成
管理及び維持
管理業務等。

施設管理・
運営業務
㈱太平エン
ジニアリン
グ
167百万円

展示維持管
理業務
ノムラテクノ
㈱
35百万円

最新の研究
成果を反映さ
せるための映
像修正業務。

夜間等にお
ける展示室
等機械警備
並びに緊急
事態発生時
における対
応業務。

企画展会場
の設計・施
工、期間中
のメンテナン
ス、撤去業
務。

企画展会場の
設計・施工、
期間中のメン
テナンス、撤
去業務。

（C)調査研究事業

【公募
・委託】

【一般競争
・委託】

【一般競争
・委託】



【一般競争
・委託】

(E-5) (E-6)

施設管理・
運営業務
㈱太平エン
ジニアリン
グ
15百万円

会計監査契
約
新日本有限
責任監査法
人
6百万円

労働者派遣
契約
テンプスタッ
フ㈱
6百万円

第10期事業
年度財務諸
表に関する公
告
㈱三和広告
社
3百万円

(E-1) (E-2) (E-3) (E-4)

（E)法人共通

【一般競争
　・委託】

【企画競争
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【一般競争
・委託】

【一般競争
・委託】

（D)教育・普及事業

【一般競争
　・委託】

【一般競争
　・委託】

【一般競争
・委託】

【一般競争
・委託】

(D-1) (D-2) (D-3) (D-4)

施設管理・
運営業務
㈱太平エン
ジニアリン
グ
30百万円

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･
ﾈｯﾄﾜｰｸ管
理･運営の
人材派遣
日本アウト
ソーシング
㈱
4百万円

国際交流等関
連の人材派遣
テンプスタッフ
㈱
4百万円

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
管理･運営
の人材派遣
日本アウト
ソーシング
㈱
4百万円

上野地区に
おける施設
管理・運営
業務等。

ホームペー
ジの作成、
ホームペー
ジのリ
ニューアル
等に関する
業務。

国際交流等関
連の人材派遣
業務。

館内ネット
ワークの管
理・運用、

博物館が有
する標本資
料の電子化
等に関する

業務。

新宿分館庁
舎等清掃業
務
(株)サンライ
ズ
1百万円

附属自然教
育園庁舎等
清掃業務
(株)裕生
1百万円

第10期事業
年度の会計
監査業務。

経理関係の
伝票作製
等。

国立科学博
物館が公表
する財務諸表
を官報に掲
載。

国立科学博
物館新宿分
館庁舎等清
掃業務。

国立科学博
物館附属自
然教育園庁
舎等清掃業
務。

上野地区に
おける施設
管理・運営
業務等。

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



計 19計 399

金　額
(百万円）

費　目

資産購入 施設設備等 1

人件費 給与、賞与等 131

業務経費
運搬費、委託費、修繕費、水道光熱
費、消耗品費等

267 役務 国立科学博物館発行雑誌企画編集等業務 19

使　途
金　額

(百万円）

計 2,208 計 35

資産購入 標本、器具備品等

人件費 給与、賞与等 657

124

国立科学博物館展示維持管理業務 35

費　目 使　途
金　額

(百万円）

業務経費
運搬費、委託費、修繕費、水道光熱
費、消耗品費等

計 833 計 167

業務経費
運搬費、委託費、修繕費、水道光熱
費、消耗品費等

資産購入 標本等

人件費 給与、賞与等 65

4

金　額
(百万円）

4,021

国立科学博物館施設管理・運営業務 167

費　目

764 役務

費　目 使　途

計

（B）展示事業

581計

資産購入 標本、器具備品、施設設備等 130

業務経費 運搬費

業務経費 修繕費 311

554

350

業務経費 委託費 664 資産購入 器具備品等 1

給与、賞与等 230

業務経費

金　額
(百万円）

費　目

1,279
委託費、保守整備費、修繕費、消耗品費、通信
費等

水道光熱費、消耗品費、保守整備費、
賃借料、旅費、謝金等

費　目 使　途

（E）法人共通

業務経費

人件費 給与、賞与等 1,083 人件費

使　途

（A）独立行政法人国立科学博物館

金　額
(百万円）

（C）調査研究事業

（B-1）株式会社太平エンジニアリング

（D）教育・普及事業 （B-3）株式会社学研教育出版

使　途
金　額

(百万円）

（B-2）ノムラテクノ株式会社

使　途
金　額

(百万円）
費　目

1,427 役務

費　目 使　途

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）



計 9 計 16

金　額
(百万円）

費　目

14 役務 企画展「化学者展」展示設計・制作等業務

金　額
(百万円）

費　目 使　途

貸室原状復旧 16

費　目 使　途

役務
企画展「ﾊﾞｲｵﾛｷﾞﾝｸﾞｻｲｴﾝｽ」展示設
計・制作等業務

9 役務

4

使　途
金　額

(百万円）

（B-7）株式会社日展 （C-1）三井不動産株式会社

金　額
(百万円）

費　目

計 9 計

金　額
(百万円）

4役務
国立科学博物館本館庁舎等機械警備
業務

国立科学博物館附属自然教育園維持管理等
業務

計 9 計

役務9

費　目 使　途

（B-6）セコム株式会社 （B-10）財団法人野外自然博物館後援会

5

金　額
(百万円）

国立科学博物館附属自然教育園における危険
樹木の伐採等作業

5

使　途費　目 使　途

計

費　目

14 計

役務

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

使　途

役務

費　目

使　途

（B-8）中央宣伝企画株式会社

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

（B-4）株式会社日比谷アメニス

（B-5）太陽企画株式会社

国立科学博物館附属自然教育園にお
ける支障樹木の伐採等作業

8

（B-9）株式会社柳島寿々喜園

8

役務
「恐竜の世界」ティラノサウルス映像修
正業務

9



計 4 計 30

国立科学博物館施設管理・運営業務 30

費　目 使　途

役務
高精度安定同位体比質量分析ｼｽﾃﾑ
移設業務

4 役務

2

使　途
金　額

(百万円）

（C-5）サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社 （D-1）株式会社太平エンジニアリング

金　額
(百万円）

費　目

計 6 計

6 役務役務 ｶﾞﾝﾏ線分析ｼｽﾃﾑ移設業務 産業技術史資料の保存状況調査 2

（C-4）キャンベラジャパン株式会社 （C-8）プロス株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

2計 9 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

9 役務 理工学関係資料移設業務 2

費　目 使　途

役務 X線装置移設等業務

4計

役務 図書室業務 11 役務

使　途
金　額

(百万円）

動物死体除肉処理作業 4

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

（C-2）株式会社図書館流通センター （C-6）エルエス工業株式会社

（C-3）株式会社リガク （C-7）有限会社鈴木商会

11 計



計 15 計 1

国立科学博物館新宿分館庁舎等清掃業務 1

費　目 使　途

役務 国立科学博物館施設管理･運営業務 15 役務

3

使　途
金　額

(百万円）

（E-1）株式会社太平エンジニアリング （E-5）株式会社サンライズ

金　額
(百万円）

費　目

計 4 計

4 役務役務
ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理運営の人材派
遣

第10期事業年度財務諸表に関する広告（官報
掲載）

3

（D-4）日本アウトソーシング株式会社 （E-4）株式会社三和広告社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

6計 4 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

経理関係の伝票作製等 6役務 国際交流等関連の人材派遣 4 役務

計

費　目 使　途

4 計 6

役務
ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理運営の人材
派遣

4 役務

使　途
金　額

(百万円）

平成22年度会計監査契約 6

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

（D-2）日本アウトソーシング株式会社 （E-2）新日本有限責任監査法人

（D-3）テンプスタッフ株式会社 （E-3）テンプスタッフ株式会社



費　目 使　途
金　額

(百万円）

計

費　目 使　途

0

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 0 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計

費　目 使　途

1 計 0

役務
国立科学博物館附属自然教育園庁舎
等清掃業務

1

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0 計 0計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

（E-6）株式会社裕生

0 計

金　額
(百万円）



B.展示事業

C.調査研究事業

D.教育・普及事業

E.法人共通

2 87.0%6 株式会社裕生 国立科学博物館附属自然教育園庁舎等清掃業務 1

2 46.8%

4 株式会社三和広告社

5 株式会社サンライズ 国立科学博物館新宿分館庁舎等清掃業務 1

国立科学博物館が公表する財務諸表を官報に掲載 3

企画競争 -

1 83.8%

2 100.0%

3 テンプスタッフ株式会社 経理関係の伝票作成等 6

2 新日本有限責任監査法人 第10期事業年度の会計監査業務 6

3 90.4%

支　出　先 業　務　概　要

1 株式会社太平エンジニアリング 国立科学博物館本館における施設管理・運営業務 15

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

98.3%4 日本アウトソーシング株式会社 館内ネットワークの管理・運用、博物館が有する標本資料の電子化等に関する業務。 4

2

入札者数

4

98.5%国際交流等関連の人材派遣業務

4 キャンベラジャパン株式会社 ｶﾞﾝﾏ線分析ｼｽﾃﾑ移設業務 6

7 有限会社鈴木商会 理工学関係資料移設業務　 2

3 株式会社リガク X線装置移設等業務 9

2 日本アウトソーシング株式会社

3 テンプスタッフ株式会社 4

ホームページの作成、ホームページのリニューアル等に関する業務。 4

落札率

3 90.4%

5 98.7%

1 株式会社太平エンジニアリング 国立科学博物館本館における施設管理・運営業務 30

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

1 97.7%

4 96.2%8 プロス株式会社 産業技術史資料の保存状況調査　 2

1 100.0%

5
サーモフィッシャーサイエンティ
フィック株式会社

6 エルエス工業株式会社 動物死体除肉処理作業 4

高精度安定同位体比質量分析ｼｽﾃﾑ移設業務 4 公募 -

随意契約 -

1 92.7%

公募 -

公募 -

2 株式会社図書館流通センター 国立科学博物館図書室の運営 11

1 三井不動産株式会社 産業技術史資料情報センター移転に伴う貸室原状復旧 16

支　出　先

1 株式会社太平エンジニアリング

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3 90.4%国立科学博物館本館における施設管理・運営業務 167

入札者数 落札率業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

35 1 97.1%

96.5%

2 ノムラテクノ株式会社

2 96.4%

3 株式会社学研教育出版 国立科学博物館が発行する雑誌の制作に必要な企画立案、デザイン、製本等

4 株式会社日比谷アメニス 附属教育自然園における支障樹木の伐採等作業 14

-

6 セコム株式会社 国立科学博物館本館庁舎等機械警備業務 9 公募 -

5 太陽企画株式会社 シアター３６○「恐竜の世界」ティラノサウルス映像修正業務

9 企画競争

公募9

219

国立科学博物館本館における展示維持管理業務

-

中央宣伝企画株式会社 企画展「化学者展」展示設計・制作等業務

7 株式会社日展 企画展「ﾊﾞｲｵﾛｷﾞﾝｸﾞｻｲｴﾝｽ」展示設計・制作等業務

企画競争 -

9 株式会社柳島寿々喜園 附属自然教育園における危険樹木の伐採等作業 5 2 98.2%

88

1 88.1%10 財団法人野外自然博物館後援会 附属自然教育園の植物育成管理及び維持管理業務等 4
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